
肝臓機能障害に係る障害認定状況に関する調査結果（概要） 

 

 

１．調査の目的 

  身体障害者福祉法に基づく肝臓機能障害による身体障害者手帳の

交付については、肝臓の専門家による検討により策定された身体障害

認定基準により、平成２２年４月から開始しているところです。本調

査は、肝臓機能障害の障害認定の実施状況を把握することを目的とし

ています。 

 

 

２．調査時期・対象等 

（時期）本年４月１日（木）～９月３０日（木） 

（対象）身体障害者手帳の交付事務の実施主体である自治体 

（調査内容） 

①肝臓機能障害の認定状況（申請件数、却下件数、手帳所持者数等） 

②申請却下となった理由 

③制度開始にあたっての指定医への制度の周知の取り組み 

④肝臓機能障害の指定医の認定基準に対する意見 
 

 ※ 指定医とは、身体障害者福祉法において、都道府県等により身体障害認定を行う

ための診断書・意見書を記載する医師として指定された者のことをいいます。 

 

 

３．結果概要 

 

（肝臓機能障害の認定状況（申請件数、却下件数、手帳所持者数等）） 

 ○ 肝臓機能障害による障害認定が開始されてから、半年間の申請件数

は、全国で６，９７４件となっています。そのうち８１．７％には、

９月末時点で既に身体障害者手帳が交付されています。 
申請件数 

（～H22.9.30） 

申請中件数 

（H22.9.30現在） 

申請却下件数 

（～H22.9.30） 

６，９７４ ２３３ ５６５ 

 
 １級 ２級 ３級 ４級 合計 

 手帳所持者数 

 （H22.9.30現在） 
４，４６７ ６７５ ３８９ １６６ ５，６９７ 

 
注１：申請件数には、既に手帳を取得している者が肝臓機能障害の追加の申請をした場合の

件数を含みます。 

注２：申請却下件数には、取下げ、返還等の件数を含まないため、以下の式は成立しません。 

申請件数－審査中件数－申請却下件数＝手帳所持者数合計 

（別添） 



（申請却下となった理由） 

 ○ 申請件数のうち、申請却下となった件数の割合は、８．１％となっ

ています。その主な理由は、下記のとおりです。 

・Child-Pugh 分類（注）の点数が１０点に満たないため ５０７件 

・検査日から１８０日以内にアルコールを摂取しているため ２９件 

・１回目検査と２回目検査の間が９０日以上空いていないため ８件 

・その他 ２１件 
 

（注）Child-Pugh分類 

 1点 2点 3点 

肝性脳症 なし 軽度（Ⅰ・Ⅱ） 昏睡（Ⅲ以上） 

腹水 なし 軽度 中程度以上 

血清アルブミン値 3.5g/㎗超 2.8～3.5 g/㎗ 2.8g/㎗未満 

プロトロンビン時間 70％超 40～70％ 40％未満 

血清総ビリルビン値 2.0㎎/㎗未満 2.0～3.0㎎/㎗ 3.0㎎/㎗超 

※ 国際的な肝臓機能障害の重症度分類である Child-Pugh 分類の合計点

数が１０点以上の状態が、９０日以上の間隔をおいた検査において連続

して２回以上続くことが、肝臓機能障害に係る身体障害認定基準となっ

ています。 

 
 

（制度開始にあたっての指定医への制度の周知の取り組み） 

 ○ 制度の開始にあたって、全ての自治体において、肝臓機能障害の指

定医に対して何らかの方法で周知が図られています。そのうち１０自

治体において、指定医を対象とした研修会又は説明会が開催されてい

ます。 

①これまでに研修会・説明会において、指定医に対

して、肝臓の認定基準等について、周知を図った。 

１０自治体 

（９．４％） 

②これまでに研修会・説明会を実施していないが、

今年度中に実施する予定がある。 

２自治体 

（１．９％） 

③研修会、説明会を実施はしていないが、それ以外

の方法で指定医に対する周知を図った。 

（例：認定の手引きの作成・配布等） 

９１自治体 

（８５．８％） 

②と③の両方に該当 ３自治体 

（２．８％） 

④現在のところ、実施する予定はない。 ０自治体 

（０．０％） 



（肝臓機能障害の指定医の認定基準に対する意見） 

 ○ １０６自治体のうち３４自治体（３２．１％）で指定医からの意見

の記載がありました。 

 ○ 「Child-Pugh 分類の合計点数が１０点以上」としている現行の基

準については、「厳しすぎるのではないか」との意見が２７自治体か

らあり、「妥当であると考える」との意見が４自治体からありました。 

 ○ その他、以下のような意見がありました。 

・診断書における「１８０日以上アルコールを摂取していない」の記 

入の方法ついて、摂取していない場合に、○と×のいずれに丸を付 

けるべきなのか、分かりにくいのではないか。 

・１回目の検査と２回目の検査の間隔は、きっちり９０日以上１８０ 

日以内でなく、概ね同程度の間隔が空いていれば良いのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


